
２学期終業式 「校長先生の話」 

R5.12.25（月） 

長かった２学期、今日が最後の日、終業式を迎えました。 

 

夏休み明けから始まった運動会の練習。 

とても暑い中、熱中症に注意しながら一生懸命練習に励み、学年で、色組で、全校生で力を合

わせて演技や競技を頑張りました。6年生のリーダーシップのもと、達成感がありました。 

 

11 月にはそれぞれの学年で心を一つにして取り組んだ音楽会。初めはうまくできなかった演

奏が練習を重ねるにつれて上手になり、指揮者のリズムに合わせて素晴らしいハーモニーを響

かせることができ、大きな感動がありました。 

 

体育の時間に取り組んだマラソン練習。学年に合った時間内にどれだけ長く走れるか、自分の

記録に挑戦し続け、マラソン記録会本番では練習以上の力を発揮して走りきった人がたくさん

いたように思います。応援にも力が入りました。 

 

全校生で行う行事の素晴らしいところは、学校全体が目標に向かって一つになれるところです。

ひとりひとりがそれぞれ力を合わせると、とても大きな力になります。でも、その素晴らしい大

きな力を発揮するためには簡単にはできません。 

 

がんばろうとする気持ちがある反面、思うようになかなかできず苦しくて止めてしまいたい気

持ちやサボってしまいたい気持ちなどがあったことでしょう。でも、そんな中でクラスの友だち

や上級生、先生方、地域のゲストティーチャーの方などから「大丈夫やで」「いっしょにやろう！」

「それでいいよ！」などの励ましやアドバイスをもらって、途中であきらめずに最後までがんば

り抜いた経験をした人が多くいたのではないでしょうか？ 

 

何でもそうです。目標に向かって根気よく粘り強く続けることが力になります。「やらなけれ

ば！やればできる！」のスイッチ一つで目標やめあては必ずクリアできます。さらに、周りには

自分を励まし、助け、支えてくれている家族や友だち、上級生、先生、地域の方がおられます。

素晴らしいことです！ 

 

「当たり前」だと思わないでください。自分に関わってくださったいろんな人に「ありがとう」の

感謝の気持ちを持って、２学期の様々な行事や学習活動をふり返ってほしいと思います。そし

て、にこやかな笑顔で２学期最後の今日を締めくくってほしいと思います。 

 

明日から 14 日間、２週間の冬休みに入ります。人の多い場所に行く機会が多くなると思いま

すが、交通事故やインフルエンザなどの感染症に充分気をつけて安全で健康な生活を送ってく

ださい。そして、年明けの１月９日（火）の３学期始業式には久下っ子全員、元気に登校してほし

いと思います。これで校長先生の話を終わります。 


